
令和７年度水産加工業等販路回復取組支援事業　採択結果
復興水産加工業販路回復促進センター

事業者 取組概要

青
森
県

八
戸
市

株式会社ディメール 燻製商品・棒寿司商品等の品質向上、増産を行うため、低温燻製乾燥庫及びアートロックフリーザーを導入し、効率化、品
質の向上、製造コストを下げることで競争力を上げることにより、販路の回復を図る。

下
閉
伊
郡
山
田
町

株式会社川秀 品質の向上、省人化、異物除去工程の時間の短縮により増産を行うため、異物選別ラインを導入し、機器を導入し品質が向
上したことを既存取引先にアピールし、取扱増を増やすことで販路の回復を図る。

大
船
渡
市

サンコー食品株式会社 量産性に繋げること、安定した供給を維持すること、食の多様性による細やかなニーズに対応すること、省人化をするためにポー
ションカッターを導入し、省人化しつつ正確な規格製品の量産を行い、販路の回復を図る。

株式会社ミヤカン 労働力不足を解消し生産能力の強化を図るため、パレタイザー機器やカメラ付き段ボール用インクジェットプリンタ等を導入する
ことで省人化を図り、余剰人員を別工程の作業に従事し生産性を向上させることで販路の回復を図る。

有限会社ムラカミ
規格外品のわかめ等のフリーズドライ加工を他社に委託して対応しているため、引き合いがあるものの生産数量を絞るしかない
現状にあるが、棚式凍結乾燥機を導入し、自社加工とすることで増産することを可能にし、既存販売先以外の新たな販路にも
販売していくことで販路の回復を図る。

株式会社カネカシーフーズ
新商品と既存商品の製造数を増加させるための人員を確保するため、パレタイザー等の導入を行い、梱包の作業を省人化す
ることで新商品の製造に従事する人員を確保し、機械化することで作業効率を上げて既存商品の増産可能な生産体制を整
えることで販路の回復を図る。

所在地
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県
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仙
沼
市



事業者 取組概要所在地

石
巻
市

株式会社マルカ高橋水産
増産のほか包装までの時間を短縮し、細菌の増殖を防ぎ、さらに封味効果を上げ、衛生管理面での強化を図るため、ブラスト
チラー１式を導入する。また、カット製品の増産と省人化のためスライサー１式を導入し、需要に対応できる生産体制を構築
し、販路の回復を図る。

株式会社東北トクスイ 既存の切身加工以外の売上の核となる加熱加工品の製造販売を行うため、スチームコンベクション、多機能調理機、ブラスト
チラー、深絞り包装機、エアーコンプレッサーを導入し、安定した品質の加熱加工品を拡売し販路の回復を図る。

株式会社高浜 既存商品の包装工程の効率化、新商品の包装工程の省人化を図るため、深絞り型全自動真空包装機を導入し、賞味期
限の延長、包装作業の自動化・省人化・増産を可能にすることで販路の回復を図る。

多
賀
城
市

理研食品株式会社 ザクザクわかめ等の受注増に応じられる体制を構築するため、パレタイザー機器やケーサー、外観検査装置等を導入し、生産
体制を自動化し、生産の効率を上げ、増加する受注に対応できる生産体制を整えることで、販路の回復を図る。

銚
子
市

松岡水産株式会社
人手のかかっている焼き魚や煮魚製品等のトンネルフリーザーへの投入箇所、トンネルフリーザー出口から箱詰め工程箇所にコ
ンベア、ロボット等を導入することにより省人化を図る。この省人化により、余剰となった人員を別の作業に充てることで会社全体
の生産能力を向上し、販路の回復を図る。

旭
市 株式会社いとう商店 全国の未利用魚を原料としたミンチ、既存のイワシ等のミンチの量産を図るため、骨肉分離機を導入する。また、作業効率の向

上を図るため、ダンベを導入し、これらの実施により、増産体制を整えることで、販路の回復を図る。

※本事業は、水産業復興販売加速化支援事業交付等要綱（平成23年11月21日付け23水漁第1444号農林水産事務次官依命通知）に基づき実施する国庫補助事業です。
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